
　　　　　

　　　　

　　　　　

　　　　　

　

　　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

全
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

「
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」

に
基
づ
き
、
管
渠
布
設
工
事
お
よ

び
下
水
処
理
場
改
築
更
新
工
事
を

進
め
る
と
と
も
に
、「
下
水
処
理
場

耐
震
診
断
調
査
業
務
」な
ど
に
着

手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

は
、
最
適
整
備
構
想
に
基
づ
き
下

水
処
理
場
改
築
更
新
工
事
を
進
め

る
と
と
も
に
、「
維
持
管
理
適
正
化

計
画
策
定
業
務
」に
着
手
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

下
水
道
整
備
区
域
外
に
つ
い
て

は
、
水
質
汚
濁
を
防
止
し
、
生
活

環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
合
併

処
理
浄
化
槽
に
よ
る
水
洗
化
の
推

進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
事
業
に
お
い
て
、
令

和
5
年
度
改
定
の「
経
営
戦
略
」に

基
づ
い
た
計
画
的
な
経
営
に
努
め

る
と
と
も
に
、
使
用
料
の
改
定
な

ど
経
営
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

真
萩
ポ
ン
プ
場
に
つ
い
て
は
、

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に

基
づ
き
、
効
率
的
な
修
繕
に
よ
る

延
命
化
を
図
る
た
め
、
機
械
設
備

の
更
新
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

（
7
）
ご
み
処
理
等
の
環
境
整
備

　

ご
み
処
理
等
の
環
境
整
備
に
つ

い
て
は
、
ご
み
の
減
量
化
や
資
源

化
、
適
正
な
処
理
に
取
り
組
み
、

環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
の
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

多
様
化
す
る
分
別
収
集
の
課
題
整

理
に
努
め
な
が
ら
、
引
き
続
き
収

集
体
制
の
効
率
的
な
実
施
方
法
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
発
生
す
る
廃

棄
物
を
適
正
か
つ
円
滑
・
迅
速
に

処
理
す
る
た
め
の「
災
害
廃
棄
物

処
理
計
画
」の
策
定
に
着
手
い
た

し
ま
す
。

　

海
岸
漂
着
物
処
理
事
業
に
つ
い

て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に

よ
る
回
収
活
動
の
参
加
者
が
年
々

増
え
て
お
り
、
さ
ら
に
環
境
配
慮

へ
の
行
動
が
深
ま
る
よ
う
継
続
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
終
処
分
場
浸
出
水
処
理
施
設

に
つ
い
て
は
、
供
用
開
始
か
ら
23

年
が
経
過
し
、
設
備
の
経
年
劣
化

に
よ
る
故
障
等
が
発
生
し
て
お

り
、「
電
気
計
装
設
備
更
新
工
事
」

に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
8
）
緑
化
・
環
境
美
化
の
推
進

　

町
内
の
各
公
園
に
つ
い
て
は
、

遊
具
な
ど
の
定
期
的
な
点
検
を
実

施
し
、
各
町
内
会
な
ど
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
安
全
か
つ
適
正
な
維

持
管
理
に
努
め
、
改
修
整
備
の
際

に
は
利
用
者
な
ど
の
意
見
を
取
り

入
れ
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
9
）
防
犯
・
交
通
安
全
の
推
進

　

令
和
5
年
度
は
、
国
道
5
号
に

お
い
て
多
数
の
死
傷
者
が
出
る
交

通
死
亡
事
故
が
発
生
し
、
八
雲
警

察
署
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
や
交

通
安
全
団
体
に
よ
る
事
故
防
止
対

策
会
議
を
実
施
し
、
安
全
対
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
交

通
事
故
の
減
少
に
向
け
、
今
後
も

交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
交
通
安
全
教
育
等
に

よ
り
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
令
和
５
年
度
か

ら
通
学
路
を
中
心
に
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
し
、
児
童
・
生
徒
の
安
全

確
保
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
令

和
6
年
度
に
お
い
て
も
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
防

犯
協
会
や
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
な
ど
の
関
係
団
体
と
連
携
を
図

り
、
街
頭
啓
発
活
動
等
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

年
々
、
複
雑
巧
妙
化
す
る
特
殊

詐
欺
や
悪
質
商
法
な
ど
の
消
費
者

被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
関
係
機

関
・
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
町
民

へ
の
啓
発
活
動
の
推
進
と
と
も

に
、
消
費
生
活
相
談
体
制
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
10
）
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

　

全
国
的
に
住
民
の
生
活
を
脅
か

す
自
然
災
害
は
頻
発
化
、
激
甚
化

の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
町
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
は
消
防
力

の
強
化
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
救

急
救
助
資
機
材
等
の
計
画
的
な
更

新
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
・
救
助
の
強
化
、
拡
充
に

つ
い
て
は
、
救
急
隊
員
の
知
識
・

技
術
・
判
断
力
の
向
上
が
求
め
ら

れ
る
た
め
、
消
防
学
校
や
病
院
に

お
け
る
専
門
的
教
育
を
受
講
さ
せ

る
と
と
も
に
、
令
和
6
年
度
は
さ

ら
な
る
救
命
率
の
向
上
の
た
め
、

指
導
救
命
士
研
修
所
へ
職
員
を
派

遣
し
、
救
急
隊
員
に
対
す
る
教
育

体
制
の
充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

消
防
団
員
の
確
保
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
た
め
、
団
員
加
入
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も

に
、
高
齢
化
し
て
い
く
団
員
の
健

康
管
理
に
留
意
し
、
短
期
人
間

体
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
お
い

て
議
論
し
、
地
域
の
意
見
や
実
情

な
ど
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、「
八
雲

町
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」

に
基
づ
き
、
熊
石
八
雲
間
の
予
約

バ
ス
運
行
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
も
高
齢
化
の
進
展
に
よ

り
、
買
い
物
や
通
院
な
ど
生
活
に

必
要
な
移
動
手
段
の
確
保
は
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
の
八
雲

町
を
見
据
え
た
公
共
交
通
網
構
築

の
た
め
、
引
き
続
き
関
係
機
関
の

協
力
を
得
な
が
ら
検
討
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

（
6
）
上
・
下
水
道
の
整
備

　

水
道
事
業
は
、
安
全
で
安
心
な

水
道
水
の
安
定
供
給
に
向
け
て

「
八
雲
町
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
」に

基
づ
き
、
老
朽
化
し
た
配
水
管
お

よ
び
電
気
計
装
設
備
の
更
新
や
取

水
施
設
の
改
修
、
水
源
施
設
の
井

戸
浚
渫
を
行
う
ほ
か
、
出
雲
通
街

路
事
業
お
よ
び
本
町
大
通
無
電
柱

化
事
業
や
新
幹
線
工
事
に
伴
う
配

水
管
の
移
設
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

熊
石
地
域
簡
易
水
道
事
業
は
、

浄
水
場
の
機
械
設
備
等
の
更
新
工

事
を
実
施
し
、
施
設
の
適
正
管
理

に
努
め
る
と
と
も
に
、
経
営
の
健
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